
立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎（523）2111（代表）  Fax（521）26535 平成28年（2016年）2月25日

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け）

　

医療機関名 所在地 電話番号 1日㈫ 2日㈬ 3日㈭ 4日㈮
5日㈯

6日㈰ 7日㈪
午前 午後

唯善クリニック内科・呼吸器内科 富士見町1-34-9　1階 ☎（527）6711 ○ ○ ○ ○ ○ ○
つづきクリニック 富士見町4-10-18 ☎（540）4180 ○ ○ ○ ○ ○ ○
もりかわよしゆき小児科 柴崎町2-1-8　3階 ☎（540）6525 ○ ○ ○ ○
ナビタスクリニック立川 柴崎町3-1-1　4階 ☎（521）5334 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
立川内科クリニック 柴崎町3-8-2　5階 ☎（548）0730 ○ ○ ○ ○ ○
グリーンウッドスキンクリニック立川 柴崎町3-11-20 ☎（523）2300 ○ ○ ○ 正午まで ○
立川相互病院付属子ども診療所 錦町1-23-25　1階 ☎（525）6555 ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉置クリニック 錦町2-3-13 ☎（522）5317 ○ ○ ○ ○ ○
はごろも内科・小児科 羽衣町1-16-9 ☎（522）5234 ○ ○ ○ ○ ○
さいとう内科外科クリニック 羽衣町3-12-3　１階 ☎（529）5993 ○ ○ ○ ○ ○
石井医院 曙町1-19-4 ☎（522）2030 ○ ○ ○ ○ ○ 午前のみ ○
江守皮膚科クリニック 曙町2-5-18　4階 ☎（527）6525 ○ ○ ○ ○ ○
むさしのアレルギー呼吸器クリニック 曙町2-8-30　2階 ☎（548）3688 ○ ○ ○ ○ ○
国立病院機構災害医療センター 緑町3256 ☎（526）5511 ○ ○
立川通クリニック 高松町2-1-27　5階 ☎（524）7929 午前のみ ○ ○ ○ ○
宮本整形外科医院 高松町2-39-12 ☎（525）6168 ○ ○ ○ ○ ○ ○
タウンクリニック 高松町3-21-9 ☎（524）2321 ○ ○ ○ ○ ○
たちかわファミリークリニック 高松町3-28-7 ☎（527）2783 ○ ○ ○ ○ ○
林整形外科 栄町2-59-16 ☎（534）1131 ○
若葉こどもクリニック 若葉町1-11-22　2階 ☎（538）3910 ○ ○ ○ ○ 午前のみ ○
さいわいこどもクリニック 幸町1-11-3 ☎（536）7280 ○ ○ ○ ○ ○
神津小児科医院 幸町3-30-11 ☎（537）0600 ○ ○ ○ ○ ○
内田内科医院 幸町5-95-4 ☎（535）3974 ○ ○ ○ ○

重城内科クリニック 上砂町1-2-3 ☎（538）7431 午後6時
まで

午後6時
まで 正午まで 午後6時

まで ○ 午後1時
まで

午後6時
まで

古岡整形外科 上砂町3-55-10 ☎（535）5558 ○ 午前のみ ○ ○ ○ ○
砂川医院 上砂町4-22-1 ☎（536）2734 ○ 午前のみ ○ ○ ○ ○ ○
めぐろクリニック 西砂町6-6-16 ☎（520）1234 ○ ○ ○ ○ ○

問立川市医師会☎（525）2597、市健康推進課☎（527）3272

市内の医療機関で
臨時に予防接種を実施

　生ワクチンは病原性を限りなく

弱くした細菌やウイルスが利用

されているワクチンです。不活化ワク

チンは病原体をホルマリン等で免疫

を作る働きを失うことなく、体内で増

殖しないように毒性をなくしたワクチ

ンです。生ワクチンでは自然感染に

近い免疫が得られ、長期にわたる効

果が期待できます。一方、不活化ワ

クチンの効果は生ワクチンに比べて

短いため、基礎免疫として２回以上

の接種と、数年ごとに追加接種が必

要となります。

　予防接種の接種液に含まれて

いる成分に対してアレルギー

があると、接種を受けられないこと

や医師との相談が必要になることが

あります。また、アトピー性皮膚炎や

ぜんそくがあるだけの場合、通常は

接種可能ですが、検査をしてから判

断するなどの方法もあります。まずは、

かかりつけの医師にご相談ください。

費用は無料、事前に必ず電話を
　接種費用は公費（無料）です。接種を希望する方は、
下表の医療機関に接種希望日の３日前までに直接予
約してください（医療機関によっては、予約が取れ
ないこともありますが、必ず事前に電話をしてくだ
さい）。接種当日は問診票と母子健康手帳をお持ち
ください。問診票は生後２か月までに送付していま
すが、お手元にない場合は、至急、市健康推進課へ
ご連絡ください。

接種前後の注意点
　予防接種は安全のため体調のよいときに受けるの
が原則です。保護者の方は次の点にご注意ください
▶接種前▷普段と変わったところがないかご確認く
ださい▷予防接種を受ける子どもの健康状態をよく
知っている保護者の方が連れて行きましょう▶接種
後▷急な副反応が起こることがあります。接種後
30分は子どもの様子を観察しましょう▷接種部位
は清潔に。また、こすることはやめましょう。入浴
は差し支えありません▷激しい運動はさせないよう
にしましょう。

任意接種も可能です
　予防接種週間の期間内は任意接種（自費）の予防接
種を受けることができます。各医療機関にご確認く
ださい。

対　象　者
　公費（無料）で予防接種を受けられる子ども。た
だし、予防接種の種類によって、対象年齢が異な
ります。

対象ワクチン
　四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリ
オ）、不活化ポリオ、二種混合（ジフテリア・破傷
風）、日本脳炎、麻しん、風しん、麻しん風しん混
合、ヒブ、小児用肺炎球菌、水痘（水ぼうそう）

　日本医師会と日本小児科医会、厚生労働省
は、３月１日㈫～７日㈪の７日間を「子ども
予防接種週間」としています。
　立川市医師会では通常の診療時間内にお子
さんの予防接種が受けられない方のために、
期間中、市内医療機関で時間を拡大して受け
付けます（下表）。
　麻しんや風しんなどは、乳幼児が感染する
と命にかかわることもある病気ですが、ほと
んどの場合は、ワクチンを接種することで予
防することができます。
　子どもの健やかな成長のため、忘れずに予
防接種を受けましょう。

アレルギー体質、アトピー
性皮膚炎がある場合、
予防接種はできますか？

生ワクチンと不活化ワク
チンはどう違うのですか？

予防接種
＆

３月１日火～７日月は子ども予防接種週間
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